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モリセット図書館 （オタワ大学）

外研究のためカナダの首都オタワに１年間滞在しまし

た。同じオンタリオ州でも、州都トロントでは高層ビルの

立ち並ぶ現代的な街並みに人口260万人が暮らしているのに

比べ、首都オタワのほうは人口80万人前後と小規模で、暮らし

ている上での感覚は田舎風という言葉がうかぶほど平和です。

訪問先のオタワ大学はキャンパスを持たない典型的な都市型

大学で、市内中心部の英国風ネオ・ゴシック様式の建物群の

あちこちに、各学

部・各学科が雑居

しながら教室群を

展開していました。

大学図書館も専

門ごとに雑多でし

たが、人文系の資

料は、大学のメイ

ンの図書館である

6階建ての「モリ

セット図書館」に

集められていたの

で、「映画と聖書」

のような横断領域

を研究する上でと

ても助かりました。

　この建物の外

観は、四方の壁面

上部に出っ張りが

あります。（写真1）

まるで書棚から本

を取り出すため

に、本の背に指を

3本かけているよ

うな格好だと思いながら、毎日楽しく通っていました。

　カナダはよく知られるように英語と仏語の二言語政策をとっ

ており、図書館内のエレベーターでも、階数がいちいち英仏両

言語でアナウンスされます。オタワ市内は英語話者が多いため

に、この図書館も英語風に「モリセット図書館」と呼ばれること

が多いのですが、仏語圏であるケベック州出身の美術史家

ジェラール・モリセ（1898～1970）の名前を冠した建物で

あることをふまえると、「モリセ図書館」と呼ぶほうが適切かもし

れません。

　カナダでは、資料の「複写」に関する考え方が、日本とはずい

ぶん異なるように感じられました。それが顕著なのは国立文書

館で、閲覧室内にはこんな張り紙があります。「当館には有料の

コピーマシンが用意されていますが、史料が傷むのを避けるた

め、複写希望者にはコピーマシンでなく各自のカメラによる撮

影を大いに勧めま

す」。日本なら、資

料の著作権と図書

館の静粛性を守る

という2重の配慮

から、閲覧室でカ

メラのシャッター

を押すことなど考

えにくいですが、

カナダ国立文書

館では躊躇なく撮

影がなされていま

す。これは大学図

書館でも同様で、

百科事典の項目

なり本の一節なり

を熟読したいとい

う場合、その場で

スマホのボタンを

押すことに誰も頓

着していません。

　司書の方と、この

文化的違いにつ

いて話してみまし

た。すると彼女の意見は「図書館は公共スペースだから、いろ

んな音がするものでしょ。完全に静かなところで読書したけれ

ば、借り出して自分の部屋で読むか、修道院に行くかだわ」とい

うもの。

　所蔵本を床に積み上げてスノーマンやクリスマス・ツリーの

装飾にしてしまうなど（写真2・3）、運営全般にも旺盛な遊び心

が垣間見られる図書館でした。

在

［写真1 モリセット図書館外観］

［写真3 蔵書を積み上げたクリスマス・ツリー］［写真2 蔵書を積み上げたスノーマン］
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